
























































































































として､ ①唐礼一百珊巻､ ②太桁暦経一巻､ ③太街暦立成十二巻､ ④測影織尺一枚､ ⑤銅律管一
部､ ⑥織如方響写律管声十二修､ ⑦楽書要録十巻､ ⑧絃纏漆角弓-一･張､ ⑨馬上飲水漆角弓-張､







































































































































































































































た6条のうち､ 5条が｢吉備大臣私教類衆云､ --事｣､ 1条が｢又云､ --事｣という書き出しに
始まるが､これら｢事｣書は『拾芥抄』下巻｢諸敦誠部第十六｣に示された｢吉備大臣私教類衆










































































































































































































































































































































(55)西岡虎之助｢吉備真備の私教類糞について｣ (『中央史壇』 ll-1 1925年)
(56)北斉･北周･階の時代の人､顔之推著｡




























(66)拙稿｢宴開いて水に流して｣ (『奈良古代史論集』 3 1997年)
(67) 『続日本紀』天一平13年7月辛亥条
(68) 『続日本紀』天平15年6月丁酉条





(73)天平勝宝2年(750) 11月付(日数不記) ｢造東大寺司牒　平摂天徳房下｣ (『大日本古文書』 11巻427-430頁)
( 148)留学生･僧による典籍･仏書の日本将来一吉備真備･玄防･審祥一(大平)
